
■目的は終わりじゃない■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 235号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. 今週のトピックス：笑恵館のバージョンアップ 

 

僕の活動拠点である「笑恵館（しょうけいかん）」の心臓部とも言えるパン屋さんが、年内（12/20）で営業を終

了し移転します。 

「せたがやブレッドマーケット」という名称は、かつて僕が主催した「せたがやソーシャルビジネスコンテスト

2012」のアイデア部門に、パン屋での起業を目指していた追崎さんがエントリーした際のタイトルです。 

この時彼は、「期待のアイデア賞」を受賞しましたが、受賞者の中に笑恵館の田名さんも含まれていて、二人はこ

こで出会いました。 

その後、追崎さんがメンバーとして活躍する「世界ふぐ協会」や、笑恵館のご近所でヘビーユーザーの「民間学

童保育・ラボアンドタウン」は、この時の「期待のビジネス賞」の受賞者で、このコンテストを通して多くの起

業家たちを繋ぐことができました。 

 

今回の移転は、ある意味で笑恵館の卒業で、ここで結婚しお子さんを授かっての旅立ちなので、心から祝福した

いと思いますが、代わりに笑恵館にはぽっかり大きな穴が開くことになります。 

そこで、笑恵館も来年から新しいスタートを切るために、これから準備に取り掛かります。 

パン屋さんの出た後は、ショップ部分を受付オフィス、工房部分をレンタル食堂にする方針です。 

そこで、小さな食堂やカフェをやってみたい人、あるいは厨房設備を使ってお菓子などの製作や、料理教室など

のイベントをやってみたい方からのお問い合わせを受け付けます。 

 

まずは松村宛に、気軽に問い合わせてください。 

そして、第 2，4 木曜日の 17-19 時に開催している運営会議にはどなたでも参加いただけますので、自由なご提

案をお待ちしています。 

・運営会議の日程 11/14,28、12/12,26 



 

僕も久しぶりに、「起業支援活動家」の血が騒いできました。 

ソーシャルビジネスコンテストのように、「世界一ハードルの低いビジネスの登竜門」 

として笑恵館のバージョンアップに取り組んでいきたいと思います。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：目的は終わりじゃない 

 

マレーシアのボルネオ島に暮らすオランウータンは、群れを作らず単独で暮らす動物だ。 

熱帯雨林は、一見豊かな自然に恵まれていると思われがちだが、そこで暮らす大型動物にとっては実りの少ない

厳しい環境だという。 

そこで彼らは縄張りを作って守るよりも、より広範囲で単独行動することで、少ない食料を分け合う生き方を選

択したらしい。 

ところが、ボルネオ島の熱帯雨林では、数年に一度森じゅうの木々が一斉に開花し結実する「一斉結実」と呼ば

れる極めて珍しい時期を迎える。 

豊かな実りのおかげで彼らの活動が活発になり、めったにみせない集団行動や、子どもの独立、若いオスとメス

の恋の駆け引きなどが繰り広げられる。 

やがて実りの季節が終わると、彼らは単独行動に戻り、新たな子育てや独り立ちの修行の旅に出かけることにな

る。(今朝のNHK「ワイルドライフ」を見て) 

・ 

この番組を見て一番驚いたことは、1匹ずつ生まれるオランウータンの子の死亡率が数％にすぎないこと。 

これは、人間の先進諸国並みの生存率だ。 

約 7年間の子育てを経て子は独立し、母親は生涯で数回出産すると、出生率は４～５となり、人口維持に必要な

２．１にはるかに届かない人類の方がよほど絶滅の危機にさらされている。 

もちろんオランウータンが世界を支配するとは考えられないが、熱帯雨林が存続すれば、その樹木の上の方で木

の実や皮だけを食べて生き続ける力を持っている。 

そのオランウータンが、「縄張り」を持っていないという。 

僕が今、永続所有に取り組んでいる「土地」とは、まさに縄張りのこと。 

確かにオランウータン同士が奪い合う縄張りを持たないかもしれないが、世界を支配する人間から見れば熱帯雨

林そのものが彼らの縄張りだ。 

僕たちが自分らしく生きるためには、その生活の場としての縄張りは、やはり不可欠だと思う。 

・ 

オランウータンが縄張り意識を持たないのは、争いを避けるためとも考えられる。 

もちろんそれは、平和を求めているのでなく、縄張りが奪い合うほどの価値を持たなかったせいだろう。 

人間の社会でも、人々が争って奪い合ったのは、豊かな土地や便利な場所だ。 

何もない砂漠の中には、いまだに明確な国境線はない。 

世界には様々な場所があるからこそ、それを縄張りにする所有や領有をかけて争いが繰り返されてきた。 

戦争を「善」という人は一人もいないが、軍隊を「悪」と決めているのは日本だけ。 

常備軍を廃止したコスタリカでさえ、有事には徴兵制が施行される。 

・ 

パクチーハウスで有名人になった佐谷君は、かつて平和学を学ぶために英国に留学した。 



だが、そこで多数を占めるのは軍隊や産業など「ネガティブピース」を掲げる人たちで、戦争や貧困を無くすこ

とを「平和」と定義し自らを正当化しているという。 

一方で、佐谷君が標榜する「旅と平和」は誰もが互いに訪ねあう「ポジティブピース」と呼ばれる少数派で、論

文の指導すらしてもらえなかったと愚痴ってた。 

「目的のために手段を択ばない」と言うが、本当にそうだろうか。 

この言葉を Google翻訳で訳すと「Choose the means for the purpose（目的の手段を選択してください）」とな

る。 

ここで言う「選ばない」とは、「何でも良い」ではなく「制約なしに真剣に選ぶ」という意味ではないだろうか。 

・ 

そもそも「目的を実現するための手段は、決して一つではない」が間違いではないか。 

手段がもたらす結果もまた、成功や失敗など一つでないとすれば、目的など方便として利用されるだけだ。 

なるほど、僕は今、自分の間違いに気が付いた。 

目的を実現する手段は、たった一つしか無いことに！ 

そこで僕は、目的を実現する手段を「方法をやり続けること」に変更する。 

軍隊が平和を守るために戦争するなら、平和とは「戦争し続けること」になってしまう。 

目的とは、一時的な状態を言うのでなく、いつまでも続く状態を指すはずだ。 

・ 

オランウータンが生き続けるために必要なのがボルネオの熱帯雨林なら、僕たちが生き続けるのに必要なことは

何なのか？ 

今現在、自分がやっていることを続けていけばそれで良いのか？ 

自分が目指す未来に向け、すでに長い道のりを歩いてきたという気づきを、今日は書き留めた。 

 

http://nanoni.co.jp/20191104/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今後の予定：今週・来週以降 

 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れします。 

   ★参加可能：あなたも参加可能なイベント。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）11/04 ◎作業日 10-18時面談可（青葉台） 

（火）11/05 ◎作業日 14-18時面談可（笑恵館） 

   13-15時 訪問：蒲田 

（水）11/06 ◎作業日 10-18時面談可（青葉台） 

（木）11/07 〇作業日 13-18時 面談可（笑恵館） 

（金）11/08 ◎作業日 10-18時面談可（青葉台） 

（土）11/09 〇作業日 12-18時 面談可（笑恵館） 

16-18時 ★一宮庵MTG（成城） 

19-21時 ★カプラー起業交流会（三茶） 



（日）11/10-12 秋田旅行 

 

■その後のイベント 

11/14 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

11/14 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/16 ★地主の学校_23・まつむら塾（笑恵館） 

11/21 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

11/25 ★名栗の森オーナーシップクラブ１１月例会（名栗） 

11/28 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

11/30 ★地主の学校_24・まつむら塾（笑恵館） 

12/07 ★地主の学校_25・まつむら塾（笑恵館） 

12/13 ★カプラー起業交流会（三茶） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


